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+ 発表の流れ

1. 「卒業モデル」の背景と概要

2. ホンジュラスにおける卒業モデル「ACTIVO」の概要

3. ACTIVOの特徴・工夫

4. これまでのACTIVOのインパクトと学び

5. ACTIVOから得られる示唆：各国政府・ドナー及びJICAに向けて

6. 更なるモデル向上に向けた今後の取組み



+ 最貧困層に対するこれまでのアプローチ

出典：CGAP(2014) From Extreme Poverty to Sustainable Livelihoods A Technical Guide to the Graduation Approach



+

現金給付や食料支援による
消費水準の安定化

家計管理・貯蓄習慣の定着

事業開始・拡大用の資産供与

生計向上技術の習得

継続的コーチング

最貧困層に対する「卒業プログラム」とは

社会保障、経済包摂、金融包摂をつなぐアプローチ

出典：CGAP(2014) From Extreme Poverty to Sustainable Livelihoods A Technical Guide to the Graduation Approach



+

1)定量的効果：消費の安定、食費の増加、貯蓄の増加、収入増加

2)費用対効果：投入1ドル当たり1.3~4ドルの効果

3)効果持続性：3年後、7年後にも効果が継続、生計が更に向上

卒業モデルの広がり

4)34か国の政府が卒業プログラムを実施

5)最貧困層以外の新たなセグメントへの適応も

8か国でのインパクト検証結果:2006-2014

CGAP/FORD財団によるモデル検証



+

1)最貧困層の定義

一人当たり1.7ドル/日(農村部) 一人当たり２.26ドル/日(都市部)

最貧困世帯数は76万世帯、ホンジュラス全世帯の38%が最貧困状態にある。

2) 政府の対策と課題

社会保障政策として、条件付き現金給付プログラム(Conditional Cash Transfer)を実施

貧困レベル、妊娠の有無、子供の有無、学校出席率等の条件を満たす世帯の女性へ支給

給付金額は年間約245-330ドル (2014年-2017年) ⇒ 約1か月分の世帯収入に相当

約40万の最貧困世帯へ提供

ホンジュラスの最貧困層

ホンジュラスの概況と課題

課題：就学率、医療サービス利用率、消費活動の向上への効果が認められているが、受
益世帯の貧困状態の緩和、という観点からは十分な効果が見られない。



プロジェクト目的：ホンジュラスにおける条件付き給付金（CCT)受給世帯等を含む最貧困層の

持続的生計向上モデルを構築し、制度化する。

プロジェクト期間：2015年2月～2020年4月

協力相手先機関 ：社会統合副省（SSIS)

モデル都市 ：国内5都市

金融包摂を通じたCCT受給世帯の生活改善・生計向上プロジェクト

プロジェクト概要



+ ホンジュラス版卒業モデル「ACTIVO」とは

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーチング

プロジェクトの現地愛称「ACTIVO」

西：Ahorro, Cuenta Financiera, Trabajo e Ingreso para la Vida Optimizada

英：Savings, Financial account, Work, and Income for Better Life

日：より良い生活のための貯蓄、家計管理、労働活動、収入



+ ステップ1: 家計管理研修

研修の様子

家計簿研修 金融サービス紹介・議論



+ ステップ1: 家計管理研修

研修の様子

家計簿作成

金融機関による金融サービス紹介



+

生計向上研修

食品加工研修 理容技術研修

ステップ3 生計向上研修



+

調理・軽食

美容研修

ステップ3 生計向上研修



+

現物給付：養豚 現物給付：簡易灌漑設備

ステップ3 生計向上研修



+ ACTIVOモデルの担い手：各自治体毎の地域別チーム
「既存のリソースを活用した効率的な運営体制」がポイント
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中央政府・地方政府

家計管理研修

生計向上研修

資産(現物・現金)供与

金融機関

家計管理研修

金融サービス

コミュニティリーダー

コーチング



+ ACTIVOモデル：3つの意義

3つの意義

1) コスト効率性(Cost Effectiveness)

2) 拡大可能性(Scalability)

3) 顧客の持続的生計向上(Sustainable Pathway to Poverty Reduction)



+ ACTIVOモデルのインパクト評価
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+ ACTIVOモデルのインパクト
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ACTIVOモデルのインパクト
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+ ACTIVOモデルのインパクト
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+ ACTIVOモデルのインパクト

預金残高を過去12ヵ月で増加できた世帯
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ACTIVOモデルのインパクト
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ACTIVOモデルのインパクト

25.4%
23.2% 22.0%

24.4%

8.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

旧・処置群

(対象市)

旧・対照群

(対象市)

独自適応群

（対象市）

独自適応群

（非対象市）

未参加群
(対象市）

過去12ヵ月前と比べ収入が増えた世帯

46.7%

32.9%
38.0%

15.6% 16.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

旧・処置群

(対象市)

旧・対照群

(対象市)

独自適応群

（対象市）

独自適応群

（非対象市）

未参加群
(対象市）

39.3%

31.2%

39.4%

17.8%

10.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

旧・処置群

(対象市)

旧・対照群

(対象市)

独自適応群

（対象市）

独自適応群

（非対象市）

未参加群
(対象市）

モニタリン
グ調査

過去12ヵ月以内に既存経済活動を強化できた世帯

過去12ヵ月以内に新たな経済活動を実施した世帯



ACTIVOモデルのインパクト

・ACTIVOモデルのインパクト発現のステップ検証
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ACTIVOモデルのインパクト

金融機関職員が研修受講世帯へ与える影響
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ACTIVOモデル構築におけるJICA専門家の役割

1) 場作りのためのファシリテーション

・関係者向けの卒業モデルの理解促進・メリットの訴求

・パイロット5市における連携体制構築補助、ACTIVO各コンポーネント提供順序の調整

・インパクトの共有・インセンティブの維持

2) 関係機関の能力強化

【中央政府・市政府】

・ACTIVO研修ガイドラインの作成、研修実施のためのトレーニング

・近隣国における卒業モデル事例研修、金融機関とのシナジー理解

・顧客フィードバックを踏まえた、ガイドラインの改定

【金融機関】

・近隣国における最貧困層向け金融サービス事例の研修

・卒業モデルのコンセプト、意義理解

・ACTIVO顧客向け商品開発・商品改善への技術的な支援



+ 2018年末時点の拡大状況

中央政府による
モデル普及

モデル5都市

市政府連合による
モデル普及

ACTIVO研修参加金融機関数

最貧困層向けの新たなサービス

新たなサービスを利用した顧客数

36

8

50000



+ 金融機関のモデル組込みによる意義
国内の社会保障・経済包摂・金融包摂アクターのシナジー

ACTIVOの3つの意義

1) コスト効率性(Cost Effectiveness)

2) 拡大可能性(Scalability)

3) 顧客の持続的生計向上(Sustainable Pathway to Poverty Reduction)



ACTIVOの更なる改善と、持続性の確保に向けて

☆ACTIVOモデルの更なる改善

・都市部・市街地における生計向上施策の充実

・農村部におけるモバイルマネーの活用

・中央政府と金融包摂関係機関(メゾ・マクロ)との連携

☆ACTIVOモデルの効果を継続的に測り、関係者の理解を持続的に確保していくこと

・費用対効果の測定による、ACTIVOモデル効率性の計測、共有

・「適切な」インパクト指標の取得方法と継続的な測定



ACTIVOの更なる改善と、持続性の確保に向けて
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ありがとうございました。



+ 備考：ACTIVOガイドライン(家計管理)

研修内容のガイドライン

貯蓄の種類や目的 家計管理実習 金融サービス事例紹介



+ 備考：ACTIVOガイドライン(生計向上)

生計向上研修概要

1)生業ビジネスの概要計画

2)財務計画の検討

3)職業教育・就業支援

プロジェクトでは以下の講座を開設

養豚、養鶏、縫製、服飾販売、理容・美容

製菓、パン、調理・軽食、民芸品、造花

洗剤作り、野菜栽培、就業支援・履歴書作成

例：ビジネスプラン検討書



備考：卒業水準と卒業世帯数


